原爆と原発事故（被曝）の教材化
（１）単元　小学校６年社会 下（日本文教出版）アジア・太平洋に広がる戦争
　　　　　　１　戦争への道　２　戦争と人々のくらし
　　　　

（２）主題設定の理由
　　　　　原子爆弾による被害と，原子力発電所事故による被害は放射線によって人体に影響を与える点では同じである。核兵器と原子力発電の関連について考え，たとえ「平和利用」であろうと，「核と人類は共存できない」ことを認識する。(４)核兵器と原発―①②③
（３）指導計画（１０時間あつかい）

　　　　　　　　導入…………………………………………………１時間

　　　　第１次　孤立する日本，混乱する国内……………………１時間

　　　　第２次　長引く中国との戦争………………………………１時間
　　　　第３次　アジアと太平洋に広がる戦場……………………１時間

　　　　第４次　戦争で大きく変わった人々のくらし……………１時間

　　　　第５次　戦争と子どもや女性たち…………………………１時間

　　　　第６次　空襲で焼きつくされる国土………………………１時間

　　　　第７次　広島と長崎への原爆投下…………………………２時間（本時2/2）

　　　　第８次　日本の敗戦…………………………………………１時間

　　　　
（４）本時のねらい　

原爆による放射線被害と，原発事故による放射線被害との関わりを考え，核エネルギーを利用することの問題点について理解する。

（５）学習の展開

	学習内容
	指導上の留意点
	資料

	１．広島と長崎の原爆投下による被害について想起する。

・熱線，爆風，放射線による被害。

・１９４５年末までに亡くなった人は広島で１４万人，長崎で７万人。

・約２９万人もの被爆者が現在も放射線による病気や不安で苦しんでいる。
２．今から６０年前の1954年，ビキニでの核実験による第五福竜丸 の被曝について知る。
・アメリカのビキニ環礁での水爆実験（広島原爆の約千倍）により，被曝した乗組員久保山愛吉さんは半年後に死亡した。
・国内では汚染マグロが廃棄処分され，魚が売れなくなった。
・「死の灰」を浴びたマーシャル諸島の人々は避難したものの，未だに帰郷できないでいる。

３． 福島県でも約１４万人の人々が避難生活を送り，故郷に帰れないでいるのはなぜか考える。
・東日本大震災による東電福島第一原発事故（レベル７～チェルノブイリ原発事故と同レベル）によって大量の放射性物質が空気中に放出された。

・福島県の子どもの甲状腺

検査の結果。
　
４．比べてみよう

５．学習のまとめ
　・原子爆弾による被害と，原子力発電所事故による被害は放射線によって人体に影響を与える点では同じである。

　・核エネルギーを利用することの問題点について考えていこう。
	・原爆（核兵器）は放射線による被害があることが通常の爆弾と違うことに気付かせる。
・差別を受けた人も多かった事実も知る。このことも福島からの被災者に重なる。
・核実験によって日本の漁民やマーシャルの住民が多数被曝し，多くの人々が苦しんでいることに気付かせる。
・大気中に放出された放射性物質（セシウム13４・137）はチェルノブイリ原発事故の14～16％，汚染水として海に流出した量は推定4700兆ベクレルと言われる。
・福島の子どもたちからの手紙を読み，多くの子どもたちが放射線被害に対する不安をかかえて避難生活をおくっていることに共感させる。
・核エネルギーの「平和利用」（原子力発電）の是非については，しっかりと議論させていきたい。
・放射性廃棄物の処理問題
・働く人の被曝問題など
	・原爆投下の写真　

資①
・第五福竜丸被曝の記事写真　資②
・「原子マグロ」の写真　資③

・マーシャル諸島核被害の写真　資④
・マーシャル諸島核被害者の新聞記事（朝日新聞）
資⑤
・東電福島第一原発事故の写真　資⑥
・小学生のための放射線副読本～放射線について学ぼう～文部科学省　資⑦

・住民が避難した村の写真　資⑧
・子どもたちの手紙

資⑨
・原発の影響で休校の記事（朝日新聞）　資⑩


（６）参考文献・資料
○ピースアーカイヴス　ヒロシマ・ナガサキ（岩波書店）

○写真でたどる第五福竜丸（第五福竜丸平和協会）
○核の世界地図（青春出版社）
○アサヒグラフ全記録　東北が泣いた一年（朝日新聞出版）

○アサヒグラフ全記録　東北関東大震災（朝日新聞出版）

○福島の子どもたちからの手紙（朝日新聞出版）

○ストップ原発２　放射能汚染と人体（大月書店）

○フクシマから学ぶ原発・放射能（かもがわ出版）

○教室で教えたい放射能と原発（いかだ社）

○小学生のための放射線副読本～放射線について学ぼう～（文部科学省2014年版）
広島・長崎の原爆投下





ビキニでの核実験





東電福島第一原発事故





・被爆による死者約21万人


・被爆者約29万人


・原爆症などの健康被害


・被爆者への差別意識








・被曝による死者1名


・被曝者約2万人


・マーシャル諸島住民の避難


・健康被害


・「原爆マグロ」と風評被害





・被曝の実態は不明だが多くの人が健康に不安をもつ


・約14万人の人々が避難


・差別意識と風評被害








